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核廃絶は世界中の人 と々政府
にとって最重要の課題、す

なわち、生存、持続可能性、およ
び地球と将来の世代の繁栄への
前提条件である。核兵器の引き起
こす無差別な破壊は甚大であり、
その放射性降下物は持続的、拡
散的、および遺伝的な危害をもた
らす。これらの点において核兵器
は他の兵器とは異なっている。たっ
た一発の核兵器でも大都市の上
空で爆発すれば、何百万もの人々
を瞬時に死滅させる。数十、数百
発の核兵器の使用は、地球の気
候を大きく変動させ、広範囲にわ
たる飢饉を引き起こす。

人道的アプローチ

世界的な核兵器の保有量は減少
しているにもかかわらず、偶発的
または計画的な核兵器使用の危
険性は高まっている。ひとたび使
用されれば、それは壊滅的な人道
上の結果をもたらす。核兵器のな
い世界を支持する議論は増えてい
るが、各国政府はいまだグローバ
ルな核兵器廃絶条約への交渉を
始めていない。核兵器廃絶国際
キャンペーン（ICAN）は、その
ような条約を提言している60カ国
の NGO による運動である。核兵
器に関する議論は狭い意味での国
家安全保障の概念に捉われるの

ではなく、核兵器の人類にもたら
す影響─私たちの健康や社会、
および私たちみなが基礎をなす環 
境─に焦点を当てるべきである
というのが ICAN の信念である。
1997 年の地雷禁止条約、そして
2008 年のクラスター爆弾禁止条約
が成立した過程は、人道主義に
基づいた議論を適用することの重
要性を物語っている。新しい政治
的連携が構築され、長期にわたる
膠着状態が打ち破られた結果、こ
の二種の兵器はすべて非合法化
された。今日、私たちは核兵器に
おいても同様のアプローチを採用
すべきである。

核兵器に関する議論の再構築
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核兵器による私たちの健康、社会、および�環境への壊滅的な影響は、
核軍縮と核不拡散に関するすべての議論の中心でなくてはならない。



核兵器はこれまで作られた大量
破壊装置の中で最も破壊的、

非人道的かつ無差別的なものであ
る。今日、各国政府によって広く使
われている「壊滅的な人道上の結
果」という言葉は、核兵器が人類
にもたらす類をみない恐るべき影響
を言い表している。これには、核兵
器の使用された紛争に直接関わって
いない人々への致命的被害も含まれ
る。医師や科学者は長年にわたり、
核戦争の引き起こす医学的な結果に
ついて研究を重ね、それを文書化し
てきた。そして、人間の安全保障お
よび生存は、これらの防衛不能な兵
器を地球上から取り除けるかどうか

にかかっている、と結論づけている。

核兵器の使用

核兵器は、戦争においてこれまで
に二度使用された。1945 年、日
本の広島と長崎にである。20 万
人を超える罪のない市民が死亡し、
さらに多くの数の市民が重傷を負っ
た。たとえ核兵器が二度と都市の
上空において爆発しないとしても、
核兵器の製造、実験、配備による
影響は存在する。実際に、地球上
の多くの人々は、個人および地域
の壊滅という形でその影響を被って
きた。このことは一般に知らされ、
核兵器廃絶に向けた努力へとつな

がっていかなくてはいけない。

世界における核兵器

核兵器の危険性は、まさにその存
在から引き起こされている。現在、
9カ国が推計 1 万 9 千発もの核兵
器を保持し、そのうち 2 千発は数
分以内に使用可能な警告即発射
態勢にある。今日の核兵器の多く
は広島型原発よりもはるかに強力で
ある。核保有国が軍縮をしてこな
かったことが、他国あるいはテロリス
トが将来的に核兵器を手に入れる
危険性を高めてきた。拡散と使用
を確実に防ぐ唯一の手段は、直ち
に核兵器を廃絶することである。

人類に対する類を見ない実存的脅威
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核兵器の影響は空間と時間によって制限されない。
核兵器はどこに存在しているかにかかわらず、地球上のすべての人々に対する脅威である。

世界の核戦力（2012年）
国名	 核弾頭数

アメリカ合衆国	 8,000
ロシア	 10,000
イギリス	 225
フランス	 300
中国	 240
インド	 80–100
パキスタン	 90–110
イスラエル	 80
北朝鮮	 10以下

合計� ～19,000発

出典：アメリカ科学者連盟（FAS）



「会議は、核兵器のいかなる使用も壊滅的な人道上の結果を
もたらすことに深い懸念を表明する」

2010年核不拡散条約再検討会議・最終文書

きのこ雲：37キロトンの核爆弾がネバダで爆
発した。提供：アメリカ合衆国政府

消滅：アメリカがたった一発の15キロトン核爆弾を広島の上空で爆発させた瞬間、
この日本の都市は焦土と化した。提供：アメリカ合衆国政府



「当時 16 歳の少年だった私は、
原子爆弾が 1.8 キロ先で爆発した
時、道で自転車をこいでいました。
私の背中は焦げ、私の右腕の皮
膚は肩から指先にかけて剥げ落
ち、ぶら下がっていました。私の
周辺にいた人々のほとんどが誰にも
面倒を見てもらえず、水を求めなが
ら通り過ぎていきました。山の中腹
で二晩過ごした後、三日目の朝に
救助隊に発見され、28 キロほど先
の救急所へと運ばれました。救護
施設を転 と々した後、ようやく1949
年 3 月に大村海軍病院から退院し

ました。当時、私はとてつもない痛
みに苦しみ、治療中には何度も『殺
してくれ』と叫んだほどでした。被
爆者の中には、自殺を図ったり、も
う手術には耐えられないと言い残
して死んでいった者が多くいます。
そのことを知っている者として、私
は自らの命を最後まで全うする責任
を感じています。ときにそれは苦し
いことです。しかし、私は核兵器
がこの世界からなくなるまで闘い続
けます。皆さん、どうかご自身のこ
とを、子孫のために明るい将来を
築く親だと考えてみてください 」

谷口稜曄さんの被爆証言

熱傷：1945年に撮られた自身の写真を見つめる長崎の
被爆者、谷口稜曄さん。彼の負った恐ろしい火傷は17回も
の手術を必要とした。提供：中尾由里子



1945 年 8 月 6日、広島上空
で爆発した高濃縮ウランは、

TNT 火薬換算で 15 キロトンもの
爆発規模であった。それは全建造
物のほぼ 70 パーセントを全壊させ、
焼きつくした。1945 年末までに推
定 14 万人が死亡したとされ、さら
に、被爆者の間ではがんや慢性疾
患の罹患率が上昇した。広島原
爆投下の 3日後、わずかに大きい
プルトニウム型爆弾が長崎上空で
爆発し、6.7 平方キロメートルの都
市は壊滅し、1945 年末までに 7 万
4 千人の命が失われた。地表の温
度は7000 度までに達し、黒い雨（放
射性物質を含む雨）が降った。

医学的対応

広島においては、90 パーセントの
医師と看護士が死傷した。病院
45 施設のうち 42 施設が機能不全
に陥った。70 パーセントの犠牲者
が複合的な怪我を負い、その多く
が重度の火傷を負っていた。世界
中の全ての火傷患者専用ベッドを
集めたとしても、都市に落とされた
たった一つの核兵器が生み出す
被爆者を治療するには不十分であ
る。広島や長崎では、多くの犠牲
者が痛みを和らげるような治療さえ
受けずに死んでいった。原爆投下
後に救援のため入市した人々の一
部も、放射線関連の病気によって

命を落とした。

長期的な影響

原爆投下後 5，6 年で、被爆者の
間での白血病の罹患が著しく増加
した。約 10 年後には、被爆者は
通常よりも高い確率で、甲状腺が
ん、乳がん、肺がん、およびその
他のがんを発症した。固形がんに
ついては、原爆投下からほぼ 70
年が経過した今もなお、放射線被
爆によって加わった危険性が被爆
者の生涯を通して高まり続けてい
る。
妊娠中に被爆した女性は、流産
や、乳児の死亡を高い確率で経

広島・長崎への原爆投下
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1945年、二つの原子爆弾が日本に投下され、何十万もの人々の命を奪い、重症を負わせた。
その影響は今日にまで及んでいる。

1945年末までの死者数
広島	 ～140,000人
長崎	 ～74,000人

験した。また、母親の胎内で放射
線被爆した子どもたちは、知的障
害、小頭症や発達障害になりやす
く、将来的にがんを発症する危険
性も高い。



半径3キロメートル圏内

太陽よりも高温の放射線を含む火球が、TNT火
薬換算で100キロトンの威力で全ての人間を死滅
させる。

半径5キロメートル圏内

大多数が爆風によって負傷し、窒息により短期間
のうちに命を落とすか、（数週間にわたる）放射線
疾患によって絶命する。

半径10キロメートル圏内

ほぼ半数が外傷と火傷により命を落とす。また、多
くが火災および放射線疾患によって絶命する。

半径80キロメートル圏内

放射線降下物が拡散する。時と共に、何千もの
人々が放射線疾患やがんによって命を落とす。

100キロトン核爆弾の影響

熱線と爆風：爆心地から1キロメートルに位置する第一家
屋は1953年のネバタ州における核実験によって完全に破
壊された。一枚目の写真から最後の写真までの経過時間は
2秒であった。提供：アメリカ合衆国政府



核兵器はその破壊力と、環境
および人類にもたらす脅威に

おいて、他に類をみない。膨大な
量のエネルギーを、爆風、熱線お
よび放射線という形で放出する。

爆風

核爆発は、時速何百キロメートル
もの速度の強大な衝撃波を生み出
す。この爆風により爆心地付近の
人々は命を落とす。
やや離れた場所でも、肺障害、聴
覚障害、皮下出血が引き起こされ
る。人々は、崩壊した建造物や、
飛散する物体によって怪我を負 
う。

熱線

核爆発による熱放射は非常に強力
であり、爆心地周辺のほぼ全てが
蒸発する。超高温の熱線は、深
刻な火傷を引き起こし、広範な地
域を発火させる。それらが合わさり、
巨大な火事嵐を生む。地下シェル
ターにいる人でさえ、酸素不足や
一酸化炭素中毒により命を落とす
可能性が高い。

放射線

通常兵器とは異なり、電離放射線
（放射性物質から発せられる粒子
と線）を放出する。高線量被ばく
の場合、被爆者の細胞は死滅し、

臓器は破壊され、急速に死に至る。
低線量被ばくは細胞を破壊、がん、
遺伝子損傷、突然変異を引き起こ
す。体内では、甲状腺がん、肺
がん、乳がんなどの固形がんに加
え、あらゆる種類の白血病や血液

がんなどが引き起こされる。被爆し
た子どもたちの間では、5 年後に
は白血病や甲状腺がんの罹患率
が高まり始め、およそ 10 年後には
固形がんの多くの罹患率が上昇す
る。
これらのがんを発症する高い危険
性は人生を通して続く。被ばくによ
り、将来世代への遺伝的影響の
危険性も高まる。被ばくには、外部

（大気、水および土壌中の粒子）
からの被ばくと、内部（呼吸、摂食、
飲水）からの被ばくがある。多くの
放射線同位体は、植物や動物に
凝縮され、食物連鎖に組み込まれ
る。

爆風、熱線、放射線
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核爆発の火球が最大の大きさに到達するまでには、10秒ほどしかかからない。
しかし、その影響は何十年も続く。

遺伝子：核実験に携わった退役軍人の染
色体損傷。提供：R.ロウランド



核兵器は今日までに開発された
ものの中で、地球上のすべ

ての複雑な生命体を極めて短期間
で破壊する能力を持った唯一の兵
器である。戦争で、地球上の全て
の核兵器の約 5％ほどである1,000
発の核兵器が使用された場合、
地球は人の住めない星になるだろ
う。

地域的核戦争

核 戦 争 防 止 国 際 医 師 会 議
（IPPNW）の新しい調査によると、
地域的核戦争で約 100 発の広島
型原発が使用された場合、何千万
もの人々の命が瞬間的に奪われる

だけでなく、地球の気候および農
業生産は極めて深刻な打撃を受
け、10 億以上の人々が飢饉の危
険にさらされる。人類の絶滅までに
はいたらないものの、私たちが今日
享受している現代文明は終わりを
迎える。インドやパキスタンの比較
的小規模の核兵器でさえ、長期に
わたって地球の生態系に世界規模
の損害を与える。

農業の崩壊

限定的な核戦争による煙や粉塵
は、地表に降り注ぐ日光を最大
10％遮ることで、地球気温および
降雨量の急落を引き起こす。地球

気温の急激な低下により、作物の
生育に適した季節は短くなり、世
界中の農業が危機に瀕する。食
品価格の上昇により、世界の何億
人もの最貧困者は、食糧取得が
困難になる。すでに慢性的に栄養
失調の人々は、食糧摂取量が 10
パーセント低下しただけで飢餓に陥
る。伝染病が流行し、乏しい資源
をめぐり紛争が頻発する。もし、地
球上の全ての核兵器が使われたな
らば、1 億 5 千万トンの煙が成層
圏に放出され、世界の降雨量は
45％減少、平均地表温度は 7 ～
8 度低下する。これに対し、1 万 8
千年以上前の最後の氷河期にお

いては、地球の平均気温は 5 度
低下したにすぎない。　

オゾン層破壊

核戦争は長期にわたる深刻なオゾ
ン層の破壊を引き起こし、人間や
動物の健康に壊滅的な影響をもた
らす。紫外線の大幅な増加により、
皮膚がん罹患率が上昇し、作物
への被害や海洋生態系の破壊が
すすむ。

気候の混乱と核の飢饉
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わずか100発の広島型原発が地域的核戦争で使用された場合でさえ、地球規模で気候が混乱し、
10億もの人々が飢饉の危険に陥る。



「気候変動はここ10年で最も注目を集めたグローバルな政策課題かもしれない。しかし、
重大さにおいて核兵器の問題は少なくともそれと同等であり、

さらに言えば潜在的な影響力の大きさという点でははるかに緊急性が高い」
2009年、核不拡散・核軍縮に関する国際委員会（ICNND）

凶作：地域的核戦争は広範囲にわたり農業の崩壊を引き起こす。
提供：UNフォト/マーティン・ペレット

飢饉：栄養失調の子どもを病院へと運ぶソマリア人男性。100発の核兵器の使用は10億人もの人々を
飢餓の危機に陥れる。提供：UNフォト/スチュワート・プライス



完全な破壊：原爆投下から4ヵ月後の母と子。提供：アルフレッ
ド・アイゼンスタット

「私たちはこれまで見てきたどの様
なものとも全く似つかないような景色
を目の当たりにした。市の中心部は
まるで手のひらのように平らでなだ
らかな、白い布のようであった。何も
残っていなかった。すべての生き物
は、激しい苦しみに硬直していた」
マルセル・ジュノー医師、国際赤十字委員会、�
広島、1945年9月



科学者たちは、世界各地の都
心部への核攻撃がもたらす

壊滅的な人道上の結果を計算し
た。一平方キロメートルあたりの人
口密度が一部では 10 万人を越え
るインドのムンバイのような都市に広
島型原発が投下された場合、最
初の数週間で 87 万人もの死者を
生み出すと予測されている。１メガ
トンの爆弾の場合では、瞬時に何
百万人の命が奪われる。

テロ・シナリオ

ニューヨークの船積み場で 12.5 キ
ロトンの核爆発が起こった場合、
9/11 のテロ攻撃の犠牲者数よりも

10 倍以上多い数の犠牲者を生み
出す。
爆風と熱線は 5 万 2 千人の命を即
座に奪う。爆発により23 万 8 千人
は直接被爆する。さらに 150 万人
もの人々は放射性降下物にさらさ
れる。合計では20万人以上の人々
が命を落とすだろう。

全面的核戦争

多くの核爆発を含む戦争の影響
は、人類史の中でこれまで経験さ
れたどのようなものよりも規模の大
きいものとなるだろう。500 発の核
弾頭がアメリカやロシアの主要都市
に撃ち込まれた場合、1 億人もの

放射線による都市の消滅
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今日では、大都市への核攻撃による死亡者数は、何万、何十万単位ではなく何百万単位で測られる。

人々が 1 時間半の間に絶命し、数
千万人が致命傷を負うだろう。ま
た、両国の領土の大部分が放射
性降下物で覆われ、数カ月のうち

に米ロ両国民の大半が放射性疾
患と伝染病で命を落とすだろう。

1,500 
万人

1,000 
万人

500 
万人

何百万もの死

このグラフは威力15
キロトンの核兵器50
発による、即時放射
線、爆風、および火災
による死亡者数予測
を示している。がんや
広範にわたる環境へ
の影響による死者数
の合計はこれを大幅
に上回るだろう。

出展：サイエンス
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ネバタ：詩人であり教師のジュディス・ボルマーさ
んは、放射線関連の病気による父の死についてよ
りよく知るために、ネバタの実験場にあるセダン・ク
レーターに来た。提供：リン・ジョンソン

ユタ：「風下の住人」であるデイブ・ティモシーさん 
は、複数の甲状腺がんを発症している。彼はその原因
が、少年期に住んでいたユタの家に雨となって降り注
いだ核実験の放射性物質にあると考えている。提供：
リン・ジョンソン



セミパラチンスク：治療を受けるカザフスタンの核実
験被害者。1949年から1991年の間に、ソ連の核実験
が456回セミパラチンスクで行われた。提供：ジョナサ
ン・シルバー/セイブロックプロダクション



「核兵器は、人類の健康と福祉に対する最も
差し迫った脅威である。（中略）たった１発
の 1メガトンの核爆弾の使用でさえ、その爆
風、熱線、放射線によって重症を負った数
十万もの患者を、適切に治療できる医療サー
ビスは世界中のどこにも存在しないことは明ら
かである。（中略）世界に残されたどのよう
な医療サービスも、その被害を緩和すること
さえできない。（中略）瞬間的な破滅に加え
て、環境への長期的な影響も考慮に入れな
くてはならない。飢饉や病気が広がり、社会
や経済システムは全面的に崩壊する。（中略）
したがって、核爆発がもたらす健康被害に
対処する唯一の方法は、核爆発を未然に防
ぐことだけである」

世界保健機関

難民：チュニジアとの国境近くで食料の配給に並ぶリビ
ア人の難民。核攻撃により、何百万もの人々が住む所を追
われる恐れがある。提供：OCHA/デビット・オハナ



核爆弾投下は、混乱からの回
復のために必要な社会インフ

ラを全滅させる。全滅地域は数キ
ロメートルに及び、通信や輸送シス
テム、消火設備、および病院や薬
局はすべて瓦礫と化す。病人や負
傷者の救助を試みる者は高いレベ
ルの放射線を浴び、自身の生命を
危険にさらす。世界のどのような場
所においても効果的な人道的対処
を提供できないということは、核廃
絶の絶対的な必要性を強調するも
のである。

赤十字

創始者であるアンリー・デュナンの
人道的観点に基づき、赤十字国
際委員会（ICRC）は、広島・長
崎への原爆投下から数週間後の
1945 年 9 月に初めて核兵器の禁
止を求めた。それ以来 ICRC は、
核兵器は病院や戦争捕虜キャン
プ、そして市民を区別しないもので
あること、また「核兵器の不可避
的な結果は皆殺しである」というこ
とを繰り返し警告している。2010
年、ICRC は、核兵器の禁止およ
び完全なる廃絶を最優先事項の
一つとして採択した。

国連機関

冷戦のまっただ中の 1984 年、世
界保健機関は、核戦争がもたらす
グローバルな健康への影響につい
て権威ある研究報告を発表した。
1987 年に改訂されたその報告書
は、即時的および長期的な人命と
動物生命の損失は膨大であり、「生
存者の状態は肉体的かつ精神的
に最悪である」と結論づけている。
核軍縮は、難民、人権、開発、
食料安全保障、環境の担当機関
をはじめとする多くの国連機関の
活動に直接的に関係する。

適切な対応能力の不在
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世界のどのような場所への核攻撃も医療インフラを崩壊させ、
効果的な人道的対応を不可能にする。



マーシャル諸島：マーシャル諸島の少年、イロジ・ケベンリ君は、アメリカの核実験
によって島々に撒き散らされた「ビキニの雪」（放射性の灰や珊瑚の破片）に触れ、
皮膚に放射線熱傷を負った。提供：アメリカ合衆国政府

オーストラリア：1953年、オーストラリア政府の協力の下、エミュ・ジャンクシ
ョンにおいてイギリスの核実験が行われた。当時10歳だったヤミ・レスターさ
んは放射性降下物の雲に覆われた。提供：ジェジー・ボーイラン

アルジェリア：1960年代にアルジェリアで
行われたフランスの核実験の有毒残留物への
注意を促す危険標識 。提供：ニック・マクレラン



1945 年 7 月の核時代の幕開
けから、核実験は大気圏内、

地下および水中で二千回以上も行
われてきた。人間の健康と環境へ
の損害は甚大である。今日、私た
ちはみな、体内に核実験の降下
物からの放射性物質を含んでおり、
それによりがん発症の危険性が高
まっている。地表の大部分は、す
でに放射性粒子により汚染されてし
まっている。政府は、核戦力の破
壊力と致死性を向上させるために、
核実験を行っている。

核実験場

核実験は、これまでに世界中の 60
カ所以上で実施されている。それ
らは多くの場合、実験を決定した
人々から遠く離れた先住民族や少
数民族の土地で行われてきた。事
実上、無人の実験場もあれば、人
口密集地のものもある。
核実験は、計画に携わる人々、風
下や下流の地域、そして地球全体
の人 を々放射線被ばくさせてきた。
ノーベル平和賞受賞団体、核戦
争防止国際医師会議（IPPNW）
は、1945 年から1980 年にかけて
行われた大気圏内核実験により、
最終的に約 240 万人が命を落とす

と予測している。これは 2 万 9 千
発分の広島型爆弾に相当する威
力である。

核実験禁止

1950 年代には、母乳や乳児の歯
への影響をはじめ、核実験がもた
らす健康や環境への影響に対し
て社会的関心が高まった。これが
1963 年の大気圏内および水中で
の核実験を禁止する条約（部分
的核実験禁止条約）への交渉に
つながった。地下核実験を含む包
括的核実験禁止の交渉は 1996 年
に行われた。後者の条約はまだ発
効していないが、全面的な核実験
はほぼ停止された。しかしながら、
依然として多くの国は、核連鎖反
応を含まない未臨界核実験を行っ
ている。

核実験の遺産
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1945年から1980年にかけて行われた大気圏核実験が原因となり、
世界中で約240万の人々ががんによって命を落とす、と医師たちは推測している。

核実験
計画	 実験の回数
アメリカ合衆国	 1,054
ロシア／ソ連	 715
フランス	 210
イギリス	 45
中国	 45
インド	 6
パキスタン	 6
北朝鮮	 2
合計� 2,083回



核兵器は、ウランまたはプルト
ニウム、もしくはその両方か

ら爆発力を得ている。このプルトニ
ウムは原子炉の核分裂による副産
物である。ウランおよびプルトニウム
の生産は、広範にわたる環境汚染
を引き起こし、人体に害を及ぼす。

ウランの採掘と濃縮

ウランとその放射性崩壊生成物、お
よびウラン採掘や処理によって放出
されるその他の物質は、採掘労働
者、核産業労働者、および近隣の
居住者の病気を引き起こす可能性
がある。世界のウランの 70％以上が
先住民族の土地において採掘され

ている。多量の選鉱くずは長期にわ
たる放射能汚染と化学汚染をもたら
す。採掘の終了後、完全に浄化さ
れたウラン採掘場はいまだ世界に存
在しない。ウラン鉱石から作られた
核分裂性物質は有毒であり、何千
年もの間、核兵器に利用可能であり
続ける。ウランを原子炉級にまで濃
縮できる施設であれば、それを兵器
級にまで濃縮することも可能である。

原子炉

プルトニウムは、原子炉内のウラン
から生み出される。軍事用と民生用
の核プログラムは、密接に関係して
いることが多い。近年の核拡散の

例の多くは、名目上の核平和利用
プログラムに端を発している。原子
炉や使用済み核燃料タンクからは、
核爆弾と同等もしくはそれ以上の放
射線が放出されうる。これは、事実
上すべての原子炉が潜在的な巨大
ダーティー・ボム（汚い爆弾、放射
性兵器）であることを意味している。
1986 年のチェルノブイリのような原
発事故により、少なくとも何十万の
人々ががんで命を落としてきた。通
常の使用においてさえ、原子炉は
大気、水、大地へと放射線を放出
する。その結果、50 キロメートル以
内の地域に住む子どもの白血病罹
患率が上昇している。

核兵器の生産
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あらゆる核兵器に使われる爆発性物質、つまり高濃縮ウランと分離プルトニウムの生産は
人体および環境に有害である。

レンジャー採掘場：ミラー族長老のイボ
ン・マーガルラさんは、長年にわたり彼女の
土地をウラン採掘から守るために闘ってき
た。提供：ドミニク・オブライエン



福島：2011年、地震と津波が福島第一原発を襲った4日
後に放射線検査を受ける乳児。提供：共同通信社

チェルノブイリ：ウクライナ、プリピャチの空き教室に
は、ガンマ放射線に対して役にたたないガスマスクが
散らばっている。提供：リッキー・ピットマン

「核兵器のない世界においては、民生用核エネルギーの段階的廃止こそが、
最も効果的かつ永続的に核拡散の危険性を抑制する」

2009年、核分裂性物質に関する国際パネル



「世界は武装過剰であり、平和のための財源は不足している。（中略）冷戦終結の結果、世界では大
規模な平和の配当が期待された。しかし、依然として世界には2万を超える核兵器が存在している。
その多くは今なお警告即発射態勢にあり、私たちの生存を脅かしている」
2009年メキシコシティ、潘基文国連事務総長

飢餓：栄養失調の赤ん坊を抱えて食料の配給に並ぶソマリアの女性。
核兵器に費やされる資金は、人間の基本的要求を満たすために使うこと
ができる。提供：スチュワート・プライス



核戦力の生産、維持、近代
化に対し、膨大な公的資源

が医療、教育、気候変動、移民、
災害救助、開発援助および他の
重要なサービスから転用されてい
る。世界全体の核兵器への支出
額は、年間 1,050 億米ドル、1 時
間では 1,200 万米ドルに上ると推計
されている。

開発への支出

2002 年、世界銀行は、400 億か
ら600 億米ドルほどの投資で、国
際的に合意されたミレニアム開発目
標（2015 年を期限とする貧困削
減目標）を十分に達成できると予

測した。これは、現在核兵器に費
やされている金額の約半分である。
2010 年の核兵器への支出額は、
地球上で最も貧しい大陸であるア
フリカに投資された政府開発援助
の二倍以上であり、約 1 億 6 千万
の人口を抱えるバングラディッシュの
GDP に等しい。国連軍縮部（核
兵器のない世界の実現を目指す国
連の主要担当部署）の年間予算
は 1 千万米ドルであり、これは核
兵器への１時間当たりの支出よりも
少ない。

公的資源の転用
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地球上の何百もの人々が飢餓に苦しみ、浄水や基本的医薬品を入手できず、公衆衛生状態もままならない中、
核保有国は毎日3億米ドル近くを核戦力に費やしている。

2011年の核兵器への支出（推計）
国名	 米ドル

アメリカ合衆国	 613億
ロシア	 148億
中国	 76億
フランス	 60億
イギリス	 55億
インド	 49億
イスラエル	 19億
パキスタン	 22億
北朝鮮	 7億

合計� 1,049億米ドル

出典：グローバルゼロ

貧困：南スーダンの村民、アチャン・アジワ
ルさん。世界食糧計画による食糧配給が始
まるまで、この川藻が彼女の唯一の食料で
あった。提供：UNフォト／フレッド・ノイ



「核兵器禁止条約は時期尚早で見込みがないと言う政府もある。 
こんなことを信じてはいけない。彼らは地雷禁止条約に関しても同じことを言っていたのだから」
ジュディ・ウィリアムス、地雷反対運動家、ノーベル平和賞受賞者

地雷：2006年、カビビ・タブさんは、コンゴ民主共和
国で地雷の爆発により両足を失った。提供：UNフォト／
マーティン・ペレット

クラスター爆弾：2003年、アブドラ・ヤ
コブ君は、イギリスのイラクへのクラスタ
ー爆弾攻撃により負傷した。提供：ダンチ
ャーチエイド



国際社会は、人間と環境に容
認できない損害を与える特

定の兵器を廃絶する条約の交渉を
行ってきた。それには、生物兵器、
化学兵器、地雷、そして最近では
クラスター爆弾などが含まれる。こ
れらの兵器および他のあらゆる兵
器に比べ、核兵器の破壊力は何
倍も強力であるが、いまだ条約によ
る普遍的な禁止には至っていない。
しかしながら、核兵器の使用は国
際人道法により禁止されており、核
軍備撤廃に向けて誠実に交渉する
ことがあらゆる国に義務づけられて
いる。

人道法

核兵器は、軍事上の標的と民間
の標的、あるいは戦闘員と非戦闘
員を区別することができない。核
攻撃による犠牲者の多くは、必然
的に民間人となる。ひとたび核連
鎖反応による爆発エネルギーが放
たれると、それを封じ込めることは
できない。紛争とは何の関係もな
い近隣諸国および遠く離れた国の
人々は、たとえ爆心地周辺の爆風
や熱破壊から安全な距離にいたと
しても、放射性降下物の影響を受
ける。この不均衡かつ無差別な破
壊は、明らかに国際人道法に違反
している。

人間の安全保障

核戦争がもたらす人体・環境への
壊滅的影響は、健康と安全を脅か
す一連の武装暴力の中でも最も極
端なものである。核兵器の非合法
化と廃絶は、教育、医療、適切な
労働およびクリーンな環境を享受す
る権利をはじめとする基本的人権
の尊重に基づいた、真に人間中
心の安全保障を実現するための広
範な努力の一部である。

非人道兵器の非合法化
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生物兵器、化学兵器、地雷およびクラスター爆弾を禁止する条約は存在するが、
依然として核兵器に関してはそのような条約が存在しない。

禁止された兵器
兵器の種類	 禁止された年
生物兵器	 1972
化学兵器	 1993
対人地雷	 1997
クラスター爆弾	 2008



「核戦争が全人類にもたら
す破壊」への理解は、 

1968 年の核不拡散条約（NPT）
の 採 択 へ の 原 動 力であった。
NPT の第 6 条は、厳格かつ効果
的な国際管理のもと、完全な核軍
備撤廃に向け誠実に交渉すること
を全ての国に義務づけている。し
かし、40 年以上もの間、この規定
はほとんど実行されていないままで
ある。2010 年 5 月、核不拡散条
約の再検討会議が行われた。この
重要な会議において各国政府は、
引き続き何の行動も取られなければ
壊滅的な人道上の結果を引き起こ
しかねないとの警告を発した。

普遍的な禁止

核兵器の廃絶を達成し、それを維
持するための最も迅速かつ効果
的、そして実践的な方法は、包括
的かつ不可逆的で、拘束力があり、
検証可能な条約、つまり核兵器禁
止条約の交渉を開始することであ
る。このような条約には、核廃絶
や不拡散に必要な全ての要素が
集約されている。交渉は速やかに
開始され、成功裏に条約が締結さ
れるまで中断なく誠実に進められな
くてはならない。このようなアプロー
チは、世界中の大多数の人々およ
び国家の支持するところである。

条約の内容

核兵器禁止条約は様々な形で具
体化されうる。条約は国家が保持
している核兵器の警告即発射態
勢を解除することから始まる、段階
的な一連の軍縮を義務づけるだろ
う。また、核分裂物質の生産を禁
じるとともに、それらの物質の備蓄
を廃棄するか、安全な国際管理の
もとに置くよう規定することが望まし
い。条約の全条項が遵守されてい
るかどうかを検証するために、国
際監視システムや専門機関を設立
することも必要だろう。

核兵器の禁止
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人道上の未曾有の惨事を避けるべく、
国家は核兵器の非合法化と廃絶のための努力を強化しなくてはいけない。



世界のどの地域に核攻撃が行わ
れても、災害救助や難民援助、
医療を提供する組織、さらには人
権、食料安全保障、貧困削減、
環境の持続可能性などを推進する
組織の活動に極めて大きな影響を
及ぼす。今、このような組織は全
て、人道上の大惨事を回避するた
めに、核兵器廃絶の取り組みに積
極的な役割を果たさなくてはならな
い。

1		開発セクターの協力 2		国連機関の協力 3		核兵器禁止への　　　				政治的意思の構築 4		市民の関心の喚起

核軍縮は、国連の長年の目標で
ある。それは世界保健機関、食
糧農業機関、ユニセフ、ユネスコ、
人権・難民高等弁務官など国連
の主要機関の多くに直接的な関
係がある。国連機関は、核紛争
の継続的な脅威に対し、協力して
取り組まなくてはならない。

究極的には、軍縮の責任は政府
にある。核兵器のない世界を実現
するための障害は、技術的なもの
ではなく政治的なものである。各
国政府は、核兵器がもたらす壊滅
的な人道上の結果への認識を高
めつつあるが、これは良い傾向で
ある。これを足がかりとし、核兵
器を非合法化し廃絶する条約の
成立に向け、意義のある行動を起
こしていかなくてはならない。

人々の核廃絶支持への力強いうね
りを生み出すことは、全ての政府
が核兵器禁止への交渉に前向き
に取り組むようにするための鍵とな
る。核兵器がもたらす壊滅的な結
果に関する情報は、マスメディア
によって広められ、国家の教育カ
リキュラムに組み込まれ、NGOの
ネットワークを通して広く共有され
なくてはならない。

一人一人の責任



【日本語版へのメッセージ】

核兵器の禁止へ　日本は行動を
　広島、長崎の惨禍を知る「唯一の戦争被爆国」として、日本は長年、核軍縮・不拡散の取り組み
を国の外交政策の重要な柱に掲げてきた。日本政府は「核兵器を廃絶していくべきことを、世界の人々
に強く訴えていく使命がある」と自認している。軍縮・不拡散教育の推進にも力を入れてきた。
　だが、日本政府にはもう一つの顔がある。それは「核兵器依存国」としての日本だ。
　2012 年秋の国連総会で、ノルウェーやスイスなど 34 カ国は「核軍縮の人道的側面に関する共
同声明」を発表した。非人道兵器・核兵器が二度と使用されないことの保証はその廃絶に他ならな
いと、全ての国家に「核兵器を非合法化し、核兵器のない世界を実現するための努力を強める」よ
う求める声明だ。人道的側面から、停滞する核軍縮交渉に新たな光をあてようとの努力であった。
　日本政府はこの共同声明に名を連ねなかった。その理由を政府は「安全保障政策の考え方と必ず
しも合致しない内容がある」からと述べた。つまり、声明の求める「非合法化」が、日本の「核の傘」
依存政策と矛盾するという説明だ。
　日本政府は一貫して、自国の安全のためには米国の核兵器が必要という考え方をとってきた。お
のずと核軍縮の取り組みは、日本自身が「核の傘」に影響がないと考える範囲に留まらざるをえない。
今や 150 カ国近くが賛同の声を上げる「核兵器禁止条約」の交渉に向けた国際努力にも日本政府は

「時期尚早」と冷淡だ。
　こんな日本を世界はシビアな目で見ている。核兵器の禁止に向けて行動を起こせるか、被爆国の
真価が問われている。

■�このブックレットの日本語版は、核兵器廃絶日本ＮＧＯ連絡会と核戦争に反対する医師の会の協力により発行されました。
ご注文は、核兵器廃絶日本ＮＧＯ連絡会までご連絡下さい (nuclear.abolition.japan@gmail.com)


